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地方公共団体における一般職員の任期付採用

１ 地方公共団体の一般職員について、任期付で採用できる場合
として、以下のようなものがあるところ。

①任期付任用
高度の専門的な知識経験又は優れた識見を有する者（地方公

共団体の一般職の任期付職員の採用に関する法律第３条第１
） （ ） 、項 及び専門的な知識経験を有する者 同法第３条第２項 を

５年以内の任期を定めて採用する場合
②臨時的任用

緊急の場合、臨時の職に関する場合又は任用候補者名簿がな
い場合において、６月以内（更新を含めて１年以内）で臨時的
任用を行う場合（地方公務員法第２２条第２項）

※構造改革特区においては３年以内
③高齢再任用

定年退職者を、従前の勤務実績等に基づき１年以内の任期を
（ ）定めて採用する場合 地方公務員法２８条の４及び２８条の５

④非常勤
必ずしもフルタイムの勤務を要しないものについて、任期を

定めて採用する場合

２ 任期付採用の拡大等も含めた多様な勤務形態の導入について
は、構造改革特別区域の第２次提案に係る総務・特区担当大臣
折衝により 「早急に有識者等の意見を踏まえた検討を行い、平、
成１５年度中に所要の措置を講ずることとし、前向きの対応を
する」こととされており、この方針に則って対応することとし
ているところ。

３ なお、この場合、最高裁の判例において、地方公務員につい
て「恒常的に置く必要がある官職にあてるべき常勤の職員につ
いては、職員の身分を保障し、職員をして安んじて自己の職務
に専念させ、もって公務の能率的運営に資するため、期限の定
めなしに任用するのが法の建前であり、職員の任期を定めた任
用は、それを必要とする特段の事由が存在し、かつそれが右の
趣旨に反しない限り許される」と判示されていることを踏まえ
る必要があるところ。
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○
地
方
公
共
団
体
の
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
に
関
す
る
法
律
（
抄
）

（
平
成
十
四
年
五
月
二
十
九
日
法
律
第
四
十
八
号
）

（
任
期
を
定
め
た
採
用
）

第
三
条

任
命
権
者
は
、
高
度
の
専
門
的
な
知
識
経
験
又
は
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
者
を
そ
の
者
が
有
す
る
当
該
高
度
の
専
門

的
な
知
識
経
験
又
は
優
れ
た
識
見
を
一
定
の
期
間
活
用
し
て
遂
行
す
る
こ
と
が
特
に
必
要
と
さ
れ
る
業
務
に
従
事
さ
せ
る
場

合
に
は
、
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
職
員
を
選
考
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

任
命
権
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
専
門
的
な
知
識
経
験
を
有
す
る
者
を
当
該
専
門
的
な
知
識
経
験
が
必
要
と
さ

れ
る
業
務
に
従
事
さ
せ
る
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
で
あ
っ
て
、
当
該
者

を
当
該
業
務
に
期
間
を
限
っ
て
従
事
さ
せ
る
こ
と
が
公
務
の
能
率
的
運
営
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
き
は
、
条
例

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
職
員
を
選
考
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

当
該
専
門
的
な
知
識
経
験
を
有
す
る
職
員
の
育
成
に
相
当
の
期
間
を
要
す
る
た
め
、
当
該
専
門
的
な
知
識
経
験
が
必
要

と
さ
れ
る
業
務
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
が
適
任
と
認
め
ら
れ
る
職
員
を
部
内
で
確
保
す
る
こ
と
が
一
定
の
期
間
困
難
で
あ
る

場
合

二

当
該
専
門
的
な
知
識
経
験
が
急
速
に
進
歩
す
る
技
術
に
係
る
も
の
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
当
該
専
門
的
な
知
識
経
験
の
性

質
上
、
当
該
専
門
的
な
知
識
経
験
が
必
要
と
さ
れ
る
業
務
に
当
該
者
が
有
す
る
当
該
専
門
的
な
知
識
経
験
を
有
効
に
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
が
一
定
の
期
間
に
限
ら
れ
る
場
合

三

前
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
準
ず
る
場
合
と
し
て
条
例
で
定
め
る
場
合

３

人
事
委
員
会
を
置
く
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
任
命
権
者
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
任
期
を
定
め
た
採
用
を
行
う

場
合
に
は
、
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
任
期
）

第
四
条

前
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
る
職
員
の
任
期
は
、
五
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
任
命
権
者
が

定
め
る
。

２

任
命
権
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
職
員
を
採
用
す
る
場
合
に
は
、
当
該
職
員
に
そ
の
任
期
を
明
示
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。



○
地
方
公
務
員
法
（
抄
）

（
昭
和
二
十
五
年
十
二
月
十
三
日
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）

（
条
件
附
採
用
及
び
臨
時
的
任
用
）

第
二
十
二
条

（
略
）

２

人
事
委
員
会
を
置
く
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
任
命
権
者
は
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
緊
急

の
場
合
、
臨
時
の
職
に
関
す
る
場
合
又
は
任
用
候
補
者
名
簿
が
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
、
六

月
を
こ
え
な
い
期
間
で
臨
時
的
任
用
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
任
用
は
、
人
事
委
員
会
の
承
認

を
得
て
、
六
月
を
こ
え
な
い
期
間
で
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
再
度
更
新
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

３

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
人
事
委
員
会
は
、
臨
時
的
任
用
に
つ
き
、
任
用
さ
れ
る
者
の
資
格
要
件
を
定
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

４

人
事
委
員
会
は
、
前
二
項
の
規
定
に
違
反
す
る
臨
時
的
任
用
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

５

人
事
委
員
会
を
置
か
な
い
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
任
命
権
者
は
、
緊
急
の
場
合
又
は
臨
時
の
職
に
関
す
る
場
合
に

お
い
て
は
、
六
月
を
こ
え
な
い
期
間
で
臨
時
的
任
用
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
任
命
権
者
は
、
そ
の

任
用
を
六
月
を
こ
え
な
い
期
間
で
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
再
度
更
新
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

６

臨
時
的
任
用
は
、
正
式
任
用
に
際
し
て
、
い
か
な
る
優
先
権
を
も
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。

７

前
五
項
に
定
め
る
も
の
の
外
、
臨
時
的
に
任
用
さ
れ
た
者
に
対
し
て
は
、
こ
の
法
律
を
適
用
す
る
。



○
地
方
公
務
員
法
（
抄
）

（
昭
和
二
十
五
年
十
二
月
十
三
日
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）

（
定
年
退
職
者
等
の
再
任
用
）

第
二
十
八
条
の
四

任
命
権
者
は
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の
定
年
退
職
者
等
（
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
退
職

し
た
者
若
し
く
は
前
条
の
規
定
に
よ
り
勤
務
し
た
後
退
職
し
た
者
又
は
定
年
退
職
日
以
前
に
退
職
し
た
者
の
う
ち
勤
続
期
間

等
を
考
慮
し
て
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
条
例
で
定
め
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ

）
を
、
従
前
の
勤
務
実
績
等
に
基

。

づ
く
選
考
に
よ
り
、
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
任
期
を
定
め
、
常
時
勤
務
を
要
す
る
職
に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た

だ
し
、
そ
の
者
が
そ
の
者
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
職
に
係
る
定
年
に
達
し
て
い
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

前
項
の
任
期
又
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
更
新
さ
れ
た
任
期
は
、
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
一
年
を
超
え
な
い
範

囲
内
で
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
任
期
に
つ
い
て
は
、
そ
の
末
日
は
、
そ
の
者
が
条
例
で
定
め
る
年
齢
に
達
す
る
日
以
後
に
お
け
る

最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
条
例
で
定
め
る
日
以
前
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

前
項
の
年
齢
は
、
国
の
職
員
に
つ
き
定
め
ら
れ
て
い
る
任
期
の
末
日
に
係
る
年
齢
を
基
準
と
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

５

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
採
用
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

、

、

、

第
二
十
八
条
の
五

任
命
権
者
は

当
該
地
方
公
共
団
体
の
定
年
退
職
者
等
を

従
前
の
勤
務
実
績
等
に
基
づ
く
選
考
に
よ
り

一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
任
期
を
定
め
、
短
時
間
勤
務
の
職
（
当
該
職
を
占
め
る
職
員
の
一
週
間
当
た
り
の
通
常
の
勤
務

時
間
が
、
常
時
勤
務
を
要
す
る
職
で
そ
の
職
務
が
当
該
短
時
間
勤
務
の
職
と
同
種
の
も
の
を
占
め
る
職
員
の
一
週
間
当
た
り

の
通
常
の
勤
務
時
間
に
比
し
短
い
時
間
で
あ
る
も
の
を
い
う
。
第
三
項
及
び
次
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ

）
に
採
用
す
る

。

こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
の
任
期
に
つ
い
て
は
、
前
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

３

短
時
間
勤
務
の
職
に
つ
い
て
は
、
定
年
退
職
者
等
の
う
ち
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
が

あ
る
も
の
と
し
た
場
合
の
当
該
職
に
係
る
定
年
に
達
し
た
者
に
限
り
任
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。


